
高強度混和材「セラパワーＣＰＳⅠ」

株式会社 デイ・シイ

現場打ち高強度コンクリート

高強度二次製品

１．　「セラパワーCPSⅠ」の特長

2．　「セラパワーCPSⅠ」の使用用途

3．　「セラパワーCPSⅠ」の性状

密　度
化学成分 （％）

2.64 42.37 2.7729.560.165.64 17.76

MgO SO3CaOFe2O3Al2O3SiO2

①建築用高強度二次製品

②土木用高強度二次製品

③現場打ち高強度コンクリート

④その他

セラパワーCPSⅠは、白色系粉末であり、高い水和反応性を示し、目的用途により標準養生、蒸気養生に

適用できます。

（試験結果一例）
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4．　「セラパワーCPSⅠ」を用いた高強度コンクリートの強度特性

４．１　コンクリートの配合及びフレッシュコンクリートの性状

　各種ポルトランドセメントの一部にセラパワーCPSⅠを置換し、コンクリートを練り混ぜました。目標スランプ

フローは、W/B＝17％が60±10㎝、W/B＝25％が50±10㎝、目標空気量は2.0％としました。
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S：硬質砂岩系砕砂、G：硬質砂岩系砕石、PP繊維：ポリプロピレン繊維、AD:ポリカルボン酸系高性能AE減水剤（B×％）

４．2　コンクリートの圧縮強度特性

　各種ポルトランドセメントの一部にセラパワーCPSⅠを置換した場合の強度特性を示します。

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

100 150 200

圧
縮
強
度
（
Ｎ

/
m

m
2
）

ＣＰＳⅠ添加量（kg/㎥）

W/B = 17％

中庸熱ポルトランドセメントとの組み合わせ 普通ポルトランドセメントとの組み合わせ

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

30 50 100

圧
縮
強
度
（
Ｎ

/
m

m
2
）

ＣＰＳⅠ添加量（kg/㎥）

W/B = 25％

18h

24h

7日

28日

56日

91日


	CPS1.vsdx
	表面
	裏面


